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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　（１）式Ｉ
【化１】

〔式中、
　Ｇは縮合されたフェニル、チオフェンまたはピリジン環であり、
　Ｒ1はＣ1～Ｃ6アルキルまたはＣ4～Ｃ7シクロアルキルアルキルであり、
　Ｒ2はＣ1～Ｃ6アルキル、Ｃ1～Ｃ6アルコキシまたはＣ1～Ｃ6アルキルチオであり、
　Ｒ3はハロゲンであり、そして
　Ｒ4は水素またはハロゲンである〕
の縮合されたピリミジノン類、Ｎ－オキシド類、およびその適する塩類から選択される少
なくとも１種の化合物と、
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（２）式ＩＩの化合物および式ＩＩＩの化合物
【化２】

〔式中、
　ＪはＣ1～Ｃ6アルキル、Ｃ1～Ｃ6アルコキシまたはＣ2～Ｃ6アルケニルであり、そして
　Ｒ5はＣ1～Ｃ8アルキルである〕
よりなる群から選択される少なくとも１種のジニトロフェノール化合物と
を含んでなる殺菌・殺カビ組成物。
【請求項２】
　成分（２）がジノカップにより供給される請求項１に記載の組成物。
【請求項３】
　成分（１）が、
　６－ヨード－３－プロピル－２－プロピルオキシ－４（３Ｈ）－キナゾリノン
を含んでなる請求項１に記載の組成物。
【請求項４】
　（３）うどんこ病の防除に有用であるが、成分（１）および成分（２）とは異なる作用
機序を有する少なくとも１種の他の殺菌・殺カビ剤をさらに含んでなる請求項１に記載の
組成物。
【請求項５】
　成分（３）が、菌・カビ性のミトコンドリアの呼吸鎖電子移動部位のｂｃ1複合体に作
用する化合物、ステロール生合成経路のデメチラーゼ酵素に作用する化合物、ならびにス
テロール生合成経路に作用するモルホリンおよびピペリジン化合物よりなる群から選択さ
れる少なくとも１種の殺菌・殺カビ剤を含む請求項４に記載の組成物。
【請求項６】
　植物もしくはその一部、または植物種子もしくは実生に、請求項１に記載の組成物の殺
菌・殺カビ的に有効な量を施用することを含んでなる菌・カビ性植物病原体に起因する植
物の病気であるうどんこ病の防除方法。
【請求項７】
　植物もしくはその一部、または植物種子もしくは実生に、請求項４に記載の組成物の殺
菌・殺カビ的に有効な量を施用することを含んでなる菌・カビ性植物病原体に起因する植
物の病気であるうどんこ病の防除方法。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、縮合されたピリミジノン類およびジニトロフェノール化合物のある特定の混
合物、それらの農業的に好適な塩類、および殺菌・殺カビ剤としてのそれらの使用方法に
関する。
【背景技術】
【０００２】
　菌・カビ性植物病原体に起因する植物の病気の防除は、高い収穫効率を達成する上で、
極めて重要である。観賞植物、野菜、畑作物、穀物、および果実に対する植物の病害は、
生産力の顕著な低減を引き起こし、またそれによって、消費者に対して価格上昇をもたら
す可能性がある。したがって、栽培者は、植物の病気を効果的に防除する殺菌・殺カビ剤
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を常に求めている。これらの目的で、多くの製品が市販されている。しかし、より効果的
で、より安価であり、毒性が低く、環境上より安全であり、かつ／または異なる作用機序
を有する新規な製品が、引き続き必要である。植物の病気は、非常に破壊的であり、防除
が難しく、しばしば、市販の殺菌・殺カビ剤に対して耐性が即座に現れる。病気の防除を
容易にし、防除スペクトルを広げ、また耐性出現を遅らせるために、有害生物防除剤の組
合せがしばしば使用される（たとえば、特許文献１参照）。ある特定の有害生物防除剤の
組合せの利点は、多くの場合、処置すべき個々の植物および植物の病気、ならびに処置条
件等の因子によって異なる可能性があることが、当該技術分野で認められている。したが
って、有利な有害生物防除剤の組合せの調査が進行中である。
【０００３】
【特許文献１】国際公開第９８／３３３８１号パンフレット
【発明の開示】
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　本発明は、
　（１）式Ｉ（全ての幾何異性体および立体異性体を含む）
【０００５】
【化１】

【０００６】
　〔式中、
　Ｇは縮合されたフェニル、チオフェンまたはピリジン環であり、
　Ｒ１はＣ１～Ｃ６アルキルまたはＣ４～Ｃ７シクロアルキルアルキルであり、
　Ｒ２はＣ１～Ｃ６アルキル、Ｃ１～Ｃ６アルコキシまたはＣ１～Ｃ６アルキルチオであ
り、
　Ｒ３はハロゲンであり、そして
　Ｒ４は水素またはハロゲンである〕
の縮合されたピリミジノン類、Ｎ－オキシド類、およびその適する塩類から選択される少
なくとも１種の化合物と、
　（２）式ＩＩの化合物および式ＩＩＩの化合物（全ての幾何異性体および立体異性体を
含む）
【０００７】
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【化２】

【０００８】
　〔式中、
　ＪはＣ１～Ｃ６アルキル、Ｃ１～Ｃ６アルコキシまたはＣ２～Ｃ６アルケニルであり、
そして
　Ｒ５はＣ１～Ｃ８アルキルである〕、
よりなる群から選択される少なくとも１種のジニトロフェノール化合物と
を含んでなる殺菌・殺カビ剤の組合せ（たとえば混合物）に関する。
【０００９】
　本発明は、これらの組合せを含有する農業用組成物を提供する。本発明は、植物もしく
はその一部に、または該植物種子もしくは実生に、これらの組み合わせ（たとえば、本明
細書に記載の組成物として）の、殺菌・殺カビ的に有効な量を施用することを含んでなる
、菌・カビ性植物病原体（特に、うどんこ病菌）に起因する植物の病気を防除する方法も
提供する。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１０】
　式Ｉのピリミジノン殺菌・殺カビ剤は、国際特許出願国際公開第９４／２６７２２号パ
ンフレット、米国特許第６，０６６，６３８号明細書、米国特許第６，２４５，７７０号
明細書、米国特許第６，２６２，０５８号明細書および米国特許第６，２７７，８５８号
明細書に記載されている。成分（１）の化合物の調製方法については、これらの参考文献
を参照されたい。式Ｉの化合物はまた、５位および６位でＧ（Ｒ３）（Ｒ４）に縮合され
た２－（Ｒ２）－３－（Ｒ１）－ピリミジン－４（３Ｈ）－オンと呼ぶこともできる。
【００１１】
　また、式ＩＩのジニトロフェノール化合物は、さらに４位で－ＯＣ（＝Ｏ）Ｊに置換さ
れた１，３－ジニトロ－５－Ｒ５－ベンゼン類と呼ぶこともできる。また、式ＩＩＩのジ
ニトロフェノール化合物は、さらに２位で－ＯＣ（＝Ｏ）Ｊに置換された１，３－ジニト
ロ－５－Ｒ５－ベンゼンと呼ぶこともできる。
【００１２】
　式ＩＩのジニトロフェノール化合物は、Ｊは１－プロペニルであり、Ｒ５は、「オクチ
ル」が１－メチルヘプチル、１－エチルヘキシルおよび１－プロピルペンチル（式ＩＩａ
）の混合物であることを特徴とするオクチルである、式ＩＩの化合物を含んでなる混合物
を包含する。単一の化合物としての式ＩＩａの化合物は、ケミカル・アブストラクト（Ｃ
ｈｅｍｉｃａｌ　Ａｂｓｔｒａｃｔｓ）名（Ｅ）－２－（１－メチルヘプチル）－４，６
－ジニトロフェニル　２－ブテノエート（ＣＡＳ登録番号［１３１－７２－６］）として
知られ、また公表されていない立体化学を有するオクチル異性体の混合物はＣＡＳ登録番
号［３９３００－４５－３］を有する。
【００１３】
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【化３】

【００１４】
　式ＩＩａの化合物は、２．０～２．５部の式ＩＩａに対して、慣用名ジノカップおよび
国際純正および応用科学連合（ＩＵＰＡＣ）名２，６－ジニトロ－４－オクチルフェニル
クロトネートおよび２，４－ジニトロ－６－オクチルフェニルクロトネートを有し、「オ
クチル」が１－メチルヘプチル基、１－エチルヘキシル基および１－プロピルペンチル基
の混合物である、式ＩＩＩａ　１．０部を含んでなる混合物の状態で販売されている。
【００１５】
【化４】

【００１６】
　したがって、成分（２）は、ジノカップにより供給することができる。注目すべきは、
式ＩＩの化合物および式ＩＩＩの化合物を含んでなる組成物（たとえば、ジノカップを含
んでなる混合物）である。ジノカップは、米国特許第２，５２６，６６０号明細書および
米国特許第２，８１０，７６７号明細書に、殺菌・殺カビ剤および殺ダニ剤として開示さ
れている。
【００１７】
　式ＩＩのジニトロフェノール化合物は、ＪがＯＣＨ（ＣＨ３）２であり、かつＲ５がＣ
Ｈ（ＣＨ３）ＣＨ２ＣＨ３（式ＩＩｂ）である、式ＩＩの化合物も包含する。式ＩＩｂは
、ケミカル・アブストラクト（Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ａｂｓｔｒａｃｔｓ）名１－メチルエ
チル　２－（１－メチルプロピル）－４，６－ジニトロフェニル　カーボネート（ＣＡＳ
登録番号［９７３－２１－７］）、ＩＵＰＡＣ名２－ｓｅｃ－ブチル－４，６－ジニトロ
フェニルイソプロピルカーボネートおよび慣用名ジノブトンとしても知られる。
【００１８】
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【化５】

【００１９】
　ジノブトンは、英国特許第１，０１９，４５１号明細書で、殺菌・殺カビ剤および殺ダ
ニ剤として開示されている。
【００２０】
　上述で、単独で使用された、または「アルキルチオ」等の複合語で使用された、用語「
アルキル」は、直鎖または分枝状のアルキル、たとえば、メチル、エチル、ｎ－プロピル
、ｉ－プロピル、または種々のブチル異性体、ペンチル異性体またはヘキシル異性体を包
含する。「アルケニル」は、直鎖または分枝状のアルケン類、たとえば、エテニル、１－
プロペニル、２－プロペニル、および種々のブテニル異性体、ペンテニル異性体およびヘ
キセニル異性体を包含する。また、「アルケニル」は、ポリエン類、たとえば、１，２－
プロパジエニルおよび２，４－ヘキサジエニルも包含する。「アルコキシ」は、たとえば
、メトキシ、エトキシ、ｎ－プロピルオキシ、イソプロピルオキシおよび種々のブトキシ
異性体、ペントキシ異性体およびヘキシルオキシ異性体を包含する。「アルキルチオ」は
、分枝状または直鎖のアルキルチオ部分、たとえばメチルチオ、エチルチオ、および種々
のプロピルチオ異性体、ブチルチオ異性体、ペンチルチオ異性体およびヘキシルチオ異性
体を包含する。「シクロアルキル」は、たとえば、シクロプロピル、シクロブチル、シク
ロペンチル、およびシクロヘキシルを包含する。「シクロアルキルアルキル」は、シクロ
アルキル基に置換されたアルキル基、たとえば、シクロプロピルメチル、シクロプロピル
エチルおよびシクロヘキシルメチルを包含する。
【００２１】
　用語「ハロゲン」は、フッ素、塩素、臭素またはヨウ素を包含する。
【００２２】
　置換基中の炭素原子総数は、接頭辞「Ｃｉ～Ｃｊ」によって示され、式中ｉおよびｊは
１～８である。化合物が、１を超えてもよい、上記置換基の数を示す下付文字を担持する
置換基に置換されているとき、上記置換基（１を越えるとき）は、明示された置換基の群
から独立に選択される。さらに、下付文字が範囲を示す場合、たとえば（Ｒ）ｉ～ｊは、
置換基の数を、ｉ～ｊ（ｉとｊも含む）の整数から選択することができる。
【００２３】
　一群が、水素であってもよい置換基を含むとき、たとえばＲ４であるとき、さらにまた
、この置換基を水素として考えるとき、これは、上記基が未置換であることと同じである
と認識される。
【００２４】
　本発明に従って使用するのに好適な化合物は、１つまたはそれ以上の立体異性体として
存在してもよい。様々な立体異性体としては、鏡像異性体、ジアステレオマー、アトロプ
異性体および幾何異性体などがある。他方の立体異性体と比較して富化したとき、または
他方の立体異性体と分離したとき、一方の立体異性体が、より活性になりかつ／または有
益な効果を示す可能性があることを、当業者は十分理解するであろう。さらに、当業者は
、上記立体異性体を分離し、富化し、かつ／または選択的に調製する方法を知っている。
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したがって、本発明は、式Ｉの化合物、Ｎ－オキシド類およびその塩類、ならびに式ＩＩ
の化合物を含んでなる。該化合物は、諸立体異性体の混合物として、個々の立体異性体と
して、または光学活性形として存在してもよい。
【００２５】
　窒素は、酸化されて酸化物になるために、利用可能な孤立電子対を必要とするため、全
ての窒素含有複素環が、Ｎ－オキシドを形成するとは限らないことを、当業者は十分に理
解するであろう；当業者は、Ｎ－オキシド類を形成することができる窒素含有複素環を見
分けるであろう。当業者はまた、三級アミンがＮ－オキシド類を形成できることも分かる
であろう。過酢酸およびｍ－クロロ過安息香酸（ＭＣＰＢＡ）等のペルオキシ酸、過酸化
水素、ｔ－ブチルヒドロペルオキシド、過ホウ酸ナトリウム等のアルキルヒドロペルオキ
シド類、ならびにジメチジオキシラン等のジオキシラン類による、複素環および三級アミ
ンの酸化を含む、複素環および三級アミンのＮ－オキシド類を調製するための合成方法は
、当業者に周知である。Ｎ－オキシド類を調製するためのこれらの方法は、文献に広く記
述されており、また再検討されている。たとえば、下記を参照されたい：Ｔ．Ｌ．ギルク
リスト（Ｇｉｌｃｈｒｉｓｔ）著、総合有機合成（Ｃｏｍｐｒｅｈｅｎｓｉｖｅ　Ｏｒｇ
ａｎｉｃ　Ｓｙｎｔｈｅｓｉｓ）、第７巻、７４８～７５０ページ、Ｓ．Ｖ．ライ（Ｌｅ
ｙ）編、ペルガモン・プレス（Ｐｅｒｇａｍｏｎ　Ｐｒｅｓｓ）発行；Ｍ．ティスラー（
Ｔｉｓｌｅｒ）およびＢ．スタノーブニク（Ｓｔａｎｏｖｎｉｋ）著、総合複素環化学（
Ｃｏｍｐｒｅｈｅｎｓｉｖｅ　Ｈｅｔｅｒｏｃｙｃｌｉｃ　Ｃｈｅｍｉｓｔｒｙ）、第３
巻、１８～２０ページ、Ａ．Ｊ．ボールトン（Ｂｏｕｌｔｏｎ）およびＡ．マッキロプ（
ＭｃＫｉｌｌｏｐ）編、ペルガモン・プレス（Ｐｅｒｇａｍｏｎ　Ｐｒｅｓｓ）発行；Ｍ
．Ｒ．グリメット（Ｇｒｉｍｍｅｔｔ）およびＢ．Ｒ．Ｔ．キーン（Ｋｅｅｎｅ）著、複
素環化学における進歩（Ａｄｖａｎｃｅｓ　ｉｎ　Ｈｅｔｅｒｏｃｙｃｌｉｃ　Ｃｈｅｍ
ｉｓｔｒｙ）、第４３巻、１４９～１６１ページ、Ａ．Ｒ．カトリツキー（Ｋａｔｒｉｔ
ｚｋｙ）編、アカデミック・プレス（Ａｃａｄｅｍｉｃ　Ｐｒｅｓｓ）発行；Ｍ．ティス
ラー（Ｔｉｓｌｅｒ）およびＢ．スタノブニク（Ｓｔａｎｏｖｎｉｋ）著、複素環化学に
おける進歩（Ａｄｖａｎｃｅｓ　ｉｎ　Ｈｅｔｅｒｏｃｙｃｌｉｃ　Ｃｈｅｍｉｓｔｒｙ
）、第９巻、２８５～２９１ページ、Ａ．Ｒ．カトリツキー（Ｋａｔｒｉｔｚｋｙ）およ
びＡ．Ｊ．ボールトン（Ｂｏｕｌｔｏｎ）編、アカデミック・プレス（Ａｃａｄｅｍｉｃ
　Ｐｒｅｓｓ）発行；およびＧ．Ｗ．Ｈ．チーズマン（Ｃｈｅｅｓｅｍａｎ）およびＥ．
Ｓ．Ｇ．ワーステューク（Ｗｅｒｓｔｉｕｋ）著、複素環化学における進歩（Ａｄｖａｎ
ｃｅｓ　Ｈｅｔｅｒｏｃｙｃｌｉｃ　Ｃｈｅｍｉｓｔｒｙ）、第２２巻、３９０～３９２
ページ、Ａ．Ｒ．カトリツキー（Ｋａｔｒｉｔｚｋｙ）およびＡ．Ｊ．ボールトン（Ｂｏ
ｕｌｔｏｎ）編、アカデミック・プレス（Ａｃａｄｅｍｉｃ　Ｐｒｅｓｓ）発行。
【００２６】
　本発明を含んでなる化合物の塩類は、臭化水素酸、塩酸、硝酸、リン酸、硫酸、酢酸、
酪酸、フマル酸、乳酸、マレイン酸、マロン酸、シュウ酸、プロピオン酸、サリチル酸、
酒石酸、４－トルエンスルホン酸または吉草酸等の、無機酸または有機酸との酸付加塩類
を包含する。カルボン酸またはフェノールのような、該化合物が酸性基を含むとき、本発
明を含んでなる化合物の塩類は、有機塩基類（たとえば、ピリジン、アンモニア、または
トリエチルアミン）または無機塩基類（たとえば、ナトリウム、カリウム、リチウム、カ
ルシウム、マグネシウムまたはバリウムの水素化物、水酸化物、または炭酸塩）を包含す
る。
【００２７】
　価格、合成のしやすさおよび／または生物学的効果の理由で、好ましい組成物は以下の
通りである。
　好ましい組成物１．成分（１）として、上記式Ｉおよびその塩類を含んでなる組成物で
あって、式中、Ｒ１は、プロピルまたはシクロプロピルメチルであり；Ｒ２は、プロピル
オキシまたはプロピルチオである、組成物。
【００２８】
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　注目すべきものは、
　　６－ブロモ－３－プロピル－２－プロピルオキシ－４（３Ｈ）－キナゾリノン、
　　６，８－ジヨード－３－プロピル－２－プロピルオキシ－４（３Ｈ）－キナゾリノン
、
　　６－ヨード－３－プロピル－２－プロピルオキシ－４（３Ｈ）－キナゾリノン、
　　６－クロロ－２－プロポキシ－３－プロピルチエノ［２，３－ｄ］ピリミジン－４（
３Ｈ）－オン、
　　６－ブロモ－２－プロポキシ－３－プロピルチエノ［２，３－ｄ］ピリミジン－４（
３Ｈ）－オン、
　　７－ブロモ－２－プロポキシ－３－プロピルチエノ［３，２－ｄ］ピリミジン－４（
３Ｈ）－オン、
　　６－ブロモ－２－プロポキシ－３－プロピルピリド［２，３－ｄ］ピリミジン－４（
３Ｈ）－オン、
　　６，７－ジブロモ－２－プロポキシ－３－プロピルチエノ［３，２－ｄ］ピリミジン
－４（３Ｈ）－オン、および
　　３－（シクロプロピルメチル）－６－ヨード－２－（プロピルチオ）ピリド［２，３
－ｄ］ピリミジン－４（３Ｈ）－オン、
よりなる群から選択される、式Ｉのピリミジノン殺菌・殺カビ剤である。
【００２９】
　好ましい組成物２．成分（２）が、ジノカップにより提供される、好ましい組成物１の
組成物。
【００３０】
　好ましい組成物３．Ｇは、縮合されたフェニル環またはチオフェン環であり；Ｒ１は、
プロピルであり；Ｒ２は、プロピルオキシであり；Ｒ３は、６位のＣｌ、ＢｒまたはＩで
あり；Ｒ４は、水素である、好ましい組成物２の組成物。
【００３１】
　好ましい組成物４．成分（１）が、
　６－ヨード－３－プロピル－２－プロピルオキシ－４（３Ｈ）－キナゾリノン、または
　６－クロロ－２－プロポキシ－３－プロピルチエノ［２，３－ｄ］ピリミジン－４（３
Ｈ）－オン、
を含んでなる、好ましい組成物２の組成物。
【００３２】
　好ましい組成物５．成分（１）が、
　６－ヨード－３－プロピル－２－プロピルオキシ－４（３Ｈ）－キナゾリノン
を含んでなる、好ましい組成物４の組成物。
【００３３】
　組成物は、成分（１）および成分（２）が、殺菌・殺カビ的に有効な量で存在し、また
成分（１）と成分（２）との重量比が約１：１００～１：５０００で存在するものを含む
。これらの組成物は、うどんこ病の防除に特に有効と考えられる。注目すべきは、成分（
１）と成分（２）との重量比が、約１：１２５～１：４０００である組成物である。
【００３４】
　本発明はまた、植物もしくはその一部に、または植物種子もしくは実生に、殺菌・殺カ
ビ的に有効な量の本発明の組成物を（たとえば、本明細書に記載の組成物として）施用す
ることを含んでなる、菌・カビ性植物病原体に起因する植物の病気を防除する方法にも関
する。好ましい使用方法は、上記好ましい組成物を含む方法であり；特に効果的に防除さ
れる病気は、うどんこ病を包含する。本発明に従って使用される殺菌・殺カビ剤の組合せ
を使用して、病気の防除を容易にし、また耐性の出現を遅らせることができる。
【００３５】
相乗効果
　植物真菌、特にコムギうどんこ病菌（Ｅｒｙｓｉｐｈｅ　ｇｒａｍｉｎｉｓ）を効果的
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に防除する殺菌・殺カビ剤は、栽培者により常に必要とされている。病気の防除を容易に
し、また耐性の出現を遅らせるために、殺菌・殺カビ剤の組合せがしばしば使用される。
殺菌・殺カビ剤の混合物は、個々の成分の活性に基づいて予測し得るより有意に優れた病
気の防除を提供することが可能である。この相乗作用は、「全効果が、独立に考えた２つ
（もしくはそれ以上）の効果の合計より大きいかもしくは長いというような、ある混合物
の２成分の協同作用」として記述されている（テームズ（Ｔａｍｅｓ）、Ｐ．Ｍ．Ｌ．、
Ｎｅｔｈ．Ｊ．Ｐｌａｎｔ　Ｐａｔｈｏｌｏｇｙ、（１９６４年）、７０，７３－８０参
照）。諸化合物を含有する組成物は、相乗効果を示すことが証明されている。
【００３６】
　２つの活性成分間に相乗効果が存在することは、コルビー（Ｃｏｌｂｙ）の式（コルビ
ー（Ｃｏｌｂｙ）、Ｓ．Ｒ．著、農薬組合せの相乗反応および拮抗反応の算定（Ｃａｌｃ
ｕｌａｔｉｎｇ　Ｓｙｎｅｒｇｉｓｔｉｃ　ａｎｄ　Ａｎｔａｇｏｎｉｓｔｉｃ　Ｒｅｓ
ｐｏｎｓｅｓ　ｏｆ　Ｈｅｒｂｉｃｉｄｅ　Ｃｏｍｂｉｎａｔｉｏｎｓ）、ウィーズ（Ｗ
ｅｅｄｓ）、（１９６７年）、１５，２０～２２参照）を用いて確定される。
【００３７】
【数１】

【００３８】
　コルビー（Ｃｏｌｂｙ）の方法を使用すると、単独で使用された２成分の活性に基づい
て、混合物の予測される活性ｐを先ず算出することによって、２つの活性成分間の相乗作
用の存在が確定される。ｐが、実験的に確定された効果より低い場合、相乗作用が生じて
いた。上式で、Ａは、率ｘで単独で使用された一成分の防除率（％）で示した殺菌・殺カ
ビ活性である。項Ｂは、率ｙで使用された第２の成分の防除率（％）で示した殺菌・殺カ
ビ活性である。それらの効果が、厳密に加法的であり、相互作用が生じなければ、該式は
、率ｘのＡと率ｙのＢとの混合物の、殺菌・殺カビ活性ｐを推定する。
【００３９】
　３元混合物のためのコルビー（Ｃｏｌｂｙ）の式は、下記の通りである。
【００４０】
【数２】

【００４１】
（式中、Ａ、ＢおよびＣは、それぞれ、３成分の殺菌・殺カビ活性である。）
【００４２】
　ある特定の真菌病を防除するために特に有用な成分（１）および成分（２）の一部を含
んでなる組成物は、本発明に従って提供される。これらの組成物は、コムギうどんこ病菌
（Ｅｒｙｓｉｐｈｅ　ｇｒａｍｉｎｉｓ）を防除するために特に有用と考えられる。
【００４３】
　この用途では、成分（１）（式Ｉの化合物）の組成物のみおよび成分（２）（式ＩＩの
化合物）の組成物のみで提供される殺菌・殺カビ活性を、成分（１）および成分（２）一
緒の組成物の殺菌・殺カビ活性と比較する。コルビー（Ｃｏｌｂｙ）により展開された相
乗作用の説明に基づけば、本発明の組成物は、相乗的に有用であると考えられる。したが
って、本発明は、農作物、特に穀物における、うどんこ病、たとえば、コムギうどんこ病
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菌（Ｅｒｙｓｉｐｈｅ　ｇｒａｍｉｎｉｓ）と闘う改良された方法を提供する。
【００４４】
製剤／有用性
　本発明は、殺菌・殺カビ的に有効な量の本発明の組合せ、ならびに界面活性剤、固体希
釈剤もしくは液体希釈剤および／または異なる作用機序を有する少なくとも１種の他の殺
菌・殺カビ剤よりなる群から選択される少なくとも１つのさらなる成分を含んでなる、殺
菌・殺カビ組成物を提供する。
【００４５】
　本発明の殺菌・殺カビ組成物は、成分（１）の化合物（たとえば、６－ヨード－３－プ
ロピル－２－プロピルオキシ－４（３Ｈ）－キナゾリノン－－下記の索引表Ａの化合物１
）および成分（２）の化合物（たとえば、ジノカップ）の混合物の有効な量を含んでなる
。本発明の混合物は、一般的には、液体希釈剤、固体希釈剤または界面活性剤の少なくと
も１つを含んでなる農業的に好適な担体を含む、製剤または組成物として使用される。し
たがって、殺菌・殺カビ的に有効な量の活性な化合物に加えて、界面活性剤、固体希釈剤
および液体希釈剤よりなる群から選択される少なくとも１つのさらなる成分を含んでなる
組成物が提供される。製剤または組成物成分は、活性成分の物理的性質、使用様式、なら
びに土壌型、水分および温度等の環境因子と整合性が取れるように選択される。有用な製
剤は、場合によりゲルに濃化することができる液体、たとえば水溶液（乳化可能な濃縮物
を含む）、懸濁剤、乳剤（マイクロエマルジョンおよび／またはサスポエマルジョン）等
々を包含する。有用な製剤は、水分散性（「湿潤性」）または水溶性であり得る、粉剤（
ｄｕｓｔ）、散剤（ｐｏｗｄｅｒ）、顆粒剤、ペレット剤、錠剤、フィルム剤等々をさら
に包含する。活性成分は、（マイクロ）カプセルに封入されていてもよく、さらに懸濁剤
または固体製剤に形成することもできる；あるいは、活性成分の製剤全体を、カプセルに
封入（または「オーバーコート」）することもできる。カプセル封入は、活性成分の放出
を調節または遅延することができる。噴霧可能な製剤は、好適な媒体中に広げることがで
き、１ヘクタール当たり約１～数百リットルの噴霧量で使用される。高強度組成物は、さ
らなる製剤用の中間体として、主に使用される。
【００４６】
　製剤は、一般的には、下記の近似範囲内で、有効な量の活性成分、希釈剤および／また
は界面活性剤を含有し、これが合計で１００重量％になる。
【００４７】
【表１】

【００４８】
　代表的な固体希釈剤は、ワトキンス（Ｗａｔｋｉｎｓ）ら著、殺虫剤粉末希釈剤および
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担体のハンドブック（Ｈａｎｄｂｏｏｋ　ｏｆ　Ｉｎｓｅｃｔｉｃｉｄｅ　Ｄｕｓｔ　Ｄ
ｉｌｕｅｎｔｓ　ａｎｄ　Ｃａｒｒｉｅｒｓ）、第２版、ニュージャージー州コールドウ
ェル（Ｃａｌｄｗｅｌｌ，Ｎｅｗ　Ｊｅｒｓｅｙ）のドーランド・ブックス（Ｄｏｒｌａ
ｎｄ　Ｂｏｏｋｓ）発行、に記載されている。代表的な液体希釈剤は、マースデン（Ｍａ
ｒｓｄｅｎ）著、溶媒ガイド（Ｓｏｌｖｅｎｔｓ　Ｇｕｉｄｅ）、第２版、１９５０年、
ニューヨーク（Ｎｅｗ　Ｙｏｒｋ）のインターサイエンス（Ｉｎｔｅｒｓｃｉｅｎｃｅ）
発行に記載されている。マカッチャンのデタージェントおよび乳化剤年鑑（ＭｃＣｕｔｃ
ｈｅｏｎ’ｓ　Ｄｅｔｅｒｇｅｎｔｓ　ａｎｄ　Ｅｍｕｌｓｉｆｉｅｒｓ　Ａｎｎｕａｌ
）、ニュージャージー州リッジウッド（Ｒｉｄｇｅｗｏｏｄ，Ｎｅｗ　Ｊｅｒｓｅｙ）の
アリュールド・パブリッシング・コーポレーション（Ａｌｌｕｒｅｄ　Ｐｕｂｌ．Ｃｏｒ
ｐ．）発行、ならびにシスリー（Ｓｉｓｅｌｙ）およびウッド（Ｗｏｏｄ）著、界面活性
剤百科事典（Ｅｎｃｙｃｌｏｐｅｄｉａ　ｏｆ　Ｓｕｒｆａｃｅ　Ａｃｔｉｖｅ　Ａｇｅ
ｎｔｓ）、１９６４年、ニューヨーク（Ｎｅｗ　Ｙｏｒｋ）のケミカル・パブリッシング
・カンパニー・インコーポレーティッド（Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｐｕｂｌ．Ｃｏ．，Ｉｎｃ
．）発行、表界面活性剤および推奨される使用を記載している。気泡、固化、腐食、微生
物の増殖等々を減少させるための少量の添加物、または粘度を上昇させるための増粘剤を
、全ての製剤が含有することができる。
【００４９】
　界面活性剤としては、たとえば、ポリエトキシル化アルコール類、ポリエトキシル化ア
ルキルフェノール類、ポリエトキシル化ソルビタン脂肪酸エステル類、ジアルキルスルホ
コハク酸塩、硫酸アルキル塩、アルキルベンゼンスルホン酸塩、有機シリコーン類、Ｎ，
Ｎ－ジアルキルタウリン、リグニンスルホン酸塩、ナフタレンスルホン酸ホルムアルデヒ
ド縮合物、ポリポリカルボン酸、およびポリオキシエチレン／ポリオキシプロピレンブロ
ックコポリマーなどがある。固体希釈剤としては、たとえば、ベントナイト、モンモリロ
ナイト、アタパルガイトおよびカオリン等の粘土、デンプン、糖、シリカ、タルク、珪藻
土、尿素、炭酸カルシウム、炭酸ナトリウムおよび重炭酸ナトリウム、および硫酸ナトリ
ウム等がある。液体希釈剤としては、たとえば、水、Ｎ，Ｎ－ジメチルホルムアミド、ジ
メチルスルホキシド、Ｎ－アルキルピロリドン、エチレングリコール、ポリプロピレング
リコール、パラフィン類、アルキルベンゼン類、アルキルナフタレン類、オリーブ油、ヒ
マシ油、アマニ油、キリ油、ゴマ油、トウモロコシ油、ピーナッツ油、綿実油、大豆油、
菜種油およびヤシ油（メチル化されていてもよい）、脂肪酸エステル類、シクロヘキサノ
ン、２－ヘプタノン、イソホロンおよび４－ヒドロキシ－４－メチル－２－ペンタノン等
のケトン類、ならびにメタノール、シクロヘキサノール、デカノールおよびテトラヒドロ
フルフリルアルコール等のアルコール類などがある。
【００５０】
　乳化可能な濃縮物を含む、溶液は、単に成分を混合することにより調製することができ
る。粉剤および散剤は、ハンマー・ミルまたは流体エネルギー・ミルのような中で、混合
し、そして通常は、粉砕することにより、調製することができる。懸濁液は、通常は、湿
式粉砕により調製される；たとえば、米国特許第３，０６０，０８４号明細書を参照され
たい。顆粒剤およびペレット剤は、予備成形された顆粒担体上に有効な材料を噴霧するこ
とにより、あるいは凝塊形成技法により、調製することができる。ブラウニング（Ｂｒｏ
ｗｎｉｎｇ）著、「凝塊形成（Ａｇｇｌｏｍｅｒａｔｉｏｎ）」、ケミカル・エンジニア
ナリング（Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｅｎｇｉｎｅｅｒｉｎｇ）、１９６７年１２月４日、１４
７～４８ページ、ペリーの化学技術者ハンドブック（Ｐｅｒｒｙ’ｓ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ
　Ｅｎｇｉｎｅｅｒ’ｓ　Ｈａｎｄｂｏｏｋ）、第４版、１９６３年ニューヨーク（Ｎｅ
ｗ　Ｙｏｒｋ）のマクグロー・ヒル（ＭｃＧｒａｗ－Ｈｉｌｌ）発行、８～５７ページ以
降、ならびに国際公開第９１／１３５４６号を参照されたい。ペレット剤は、米国特許第
４，１７２，７１４号明細書に記載の通りに調製することができる。水分散性および水溶
性の顆粒は、米国特許第４，１４４，０５０号明細書、米国特許第３，９２０，４４２号
明細書およびＤＥ　３，２４６，４９３に教示の通りに調製することができる。錠剤は、
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米国特許第５，２０８，０３０号明細書に教示の通りに調製することができる。フィルム
剤は、ＧＢ２，０９５，５５８および米国特許第３，２９９，５６６号明細書に教示の通
りに調製することができる。
【００５１】
　製剤の技術に関するさらなる情報については、Ｔ．Ｓ．ウッズ（Ｗｏｏｄｓ）著、Ｐｅ
ｓｔｉｃｉｄｅ　Ｃｈｅｍｉｓｔｒｙ　ａｎｄ　Ｂｉｏｓｃｉｅｎｃｅ，Ｔｈｅ　Ｆｏｏ
ｄ-Ｅｎｖｉｒｏｎｍｅｎｔ　Ｃｈａｌｌｅｎｇｅの中の「Ｔｈｅ　Ｆｏｒｍｕｌａｔｏ
ｒ'ｓ　Ｔｏｏｌｂｏｘ-Ｐｒｏｄｕｃｔ　Ｆｏｒｍｓ　ｆｏｒ　Ｍｏｄｅｒｎ　Ａｇｒｉ
ｃｕｌｔｕｒｅ」、Ｔ．ブルックス（Ｂｒｏｏｋｓ）およびＴ．Ｒ．ロバーツ（Ｒｏｂｅ
ｒｔｓ）編、第９回農薬化学に関する国際会議議事録（Ｐｒｏｃｅｅｄｉｎｇｓ　ｏｆ　
ｔｈｅ　９ｔｈ　Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ　Ｃｏｎｇｒｅｓｓ　ｏｎ　Ｐｅｓｔｉｃ
ｉｄｅ　Ｃｈｅｍｉｓｔｒｙ）、１９９９年、ケンブリッジ（Ｃａｍｂｒｉｄｇｅ）の王
立化学協会（Ｔｈｅ　Ｒｏｙａｌ　Ｓｏｃｉｅｔｙ　ｏｆ　Ｃｈｅｍｉｓｔｒｙ）発行、
１２０～１３３ページを参照されたい。米国特許第３，２３５，３６１号明細書、６段１
６行目～７段１９行目および実施例１０～４１；米国特許第３，３０９，１９２号明細書
、５段４３行目～７段６２行目および実施例８、１２、１５、３９、４１、５２、５３、
５８、１３２、１３８～１４０、１６２～１６４、１６６、１６７および１６９～１８２
；米国特許第２，８９１，８５５号、３段６６行目～５段１７行目および実施例１～４；
クリングマン（Ｋｌｉｎｇｍａｎ）著、科学としての雑草防除（Ｗｅｅｄ　Ｃｏｎｔｒｏ
ｌ　ａｓ　ａ　Ｓｃｉｅｎｃｅ）、１９６１年ニューヨーク（Ｎｅｗ　Ｙｏｒｋ）のジョ
ーン・ウィリー・アンド・サンズ・インコーポレーティッド（Ｊｏｈｎ　Ｗｉｌｅｙ　ａ
ｎｄ　Ｓｏｎｓ，Ｉｎｃ．）発行、８１～９６ページ；およびハンス（Ｈａｎｃｅ）ら著
、雑草防除ハンドブック（Ｗｅｅｄ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｈａｎｄｂｏｏｋ）、第８版、１
９８９年、オックスフォード（Ｏｘｆｏｒｄ）のブラックウェル・サイエンティフィック
・パブリケーションズ（Ｂｌａｃｋｗｅｌｌ　Ｓｃｉｅｎｔｉｆｉｃ　Ｐｕｂｌｉｃａｔ
ｉｏｎｓ）発行も参照されたい。
【実施例】
【００５２】
　以下の実施例において、全てのパーセンテージは重量基準であり、全ての製剤は、従来
の方法で調製される。
【００５３】
【表２】

【００５４】
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【表３】

【００５５】
【表４】

【００５６】
【表５】

【００５７】
　本発明の組成物は、１つまたはそれ以上の他の殺虫剤、殺菌・殺カビ剤、殺線虫剤、殺
バクテリア剤、殺ダニ剤、成長調整物質、不妊化剤、信号化学物質、駆散薬、誘引剤、フ
ェロモン、摂食刺薬、あるいはなお一層広い農業保護スペクトルを与える多成分有害生物
防除剤を作るための他の生物活性化合物も含むことができる。本発明の組成物と共に調合
することができる、このような農業保護薬の例は下記の通りである：殺虫剤、たとえばア
バメクチン、アセフェート、アジンホス－メチル、ビフェントリン、ブプロフェジン、カ
ルボフラン、クロルフェナピル、クロルピリホス、クロルピリホス－メチル、シフルトリ
ン、β－シフルトリン、シハロトリン、λ－シハロトリン、デルタメトリン、ジアフェン
チウロン、ジアジノン、ジフルベンズロン、ジメトエート、エスフェンバレレート、エチ
プロール、フェノキシカルブ、フェンプロパトリン、フェンバレレート、フィプロニル、
フルシトリネート、τ－フルバリネート、ホノホス、イミダクロプリド、インドキサカル
ブ、イソフェンホス、マラチオン、メトアルデヒド、メタミドホス、メチダチオン、メト
ミル、メトプレン、メトキシクロル、モノクロトホス、オキサミル、パラチオン、パラチ
オン－メチル、ペルメトリン、ホレート、ホサロン、ホスメット、ホスファミドン、ピリ
ミカルブ、プロフェノホス、ロテノン、スルプロホス、テブフェノジド、テフルトリン、
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テルブホス、テトラクロルビンホス、チオジカルブ、トラロメトリン、トリクロルホンお
よびトリフルムロン；殺菌・殺カビ剤、たとえば、アシベンゾラル、アゾキシストロビン
、ベノミル、ブラスチシジン－Ｓ、ボルドー液（三塩基性硫酸銅）、ブロムコナゾール、
ブチオベート、カルプロパミド（ＫＴＵ　３６１６）、カプタホール、カプタン、カルベ
ンダジム、クロロネブ、クロロタロニル、クロトリマゾール、オキシ塩化銅、銅塩類、シ
モキサニル、シフルフェナミド、シプロコナゾール、シプロジニル（ＣＧＡ　２１９４１
７）、（Ｓ）－３，５－ジクロロ－Ｎ－（３－クロロ－１－エチル－１－メチル－２－オ
キソプロピル）－４－メチルベンズアミド（ＲＨ　７２８１）、ジクロシメット（Ｓ－２
９００）、ジクロメジン、ジクロラン、ジフェノコナゾール、（Ｓ）－３，５－ジヒドロ
－５－メチル－２－（メチルチオ）－５－フェニル－３－（フェニルアミノ）－４Ｈ－イ
ミダゾール－４－オン（ＲＰ　４０７２１３）、ジメトモルフ、ジモキシストロビン（Ｓ
ＳＦ－１２９）、ジニコナゾール、ジニコナゾール－Ｍ、ドジン、エコナゾール、エジフ
ェンホス、エポキシコナゾール（ＢＡＳ　４８０Ｆ）、ファモキサドン、フェナリモール
、フェンブコナゾール、フェンカラミド（ｆｅｎｃａｒａｍｉｄ）（ＳＺＸ０７２２）、
フェンピクロニル（ｆｅｎｐｉｃｌｏｎｉｌ）、フェンプロピジン、フェンプロピモルフ
、フェンチンアセテート、フェンチンヒドロキシド、フルアジナム、フルジオキソニル、
フルメトバー（ｆｌｕｍｅｔｏｖｅｒ）（ＲＰＡ　４０３３９７）、フルオキサストロビ
ン（ｆｌｕｏｘａｓｔｒｏｂｉｎ）、フルキンコナゾール、フルシラゾール、フルトラニ
ル、フルトリアホール、ホルペット、ホセチル－アルミニウム、フララキシル、フラメタ
ピル（ｆｕｒａｍｅｔａｐｙｒ）（Ｓ－８２６５８）、ヘキサコナゾール、イマザリル、
６－ヨード－３－プロピル－２－プロピルオキシ－４（３Ｈ）－キナゾリノン、イプコナ
ゾール、イプロベンホス、イプロジオン、イソコナゾール、イソプロチオラン、カスガマ
イシン、クレソキシム－メチル、マンコゼブ、マネブ、メフェノキサム、メプロニル、メ
タラキシル、メトコナゾール、メトミノストロビン／フェノミノストロビン（ｆｅｎｏｍ
ｉｎｏｓｔｒｏｂｉｎ）（ＳＳＦ－１２６）、メトラフェノン、ミコナゾール、ミクロブ
タニル、ネオ－アソジン（メタンアルソン酸鉄）、ニコビフェン（ｎｉｃｏｂｉｆｅｎ）
、ヌアリモール（ｎｕａｒｉｍｏｌ）、オリサストロビン、オキサジキシル、ペンコナゾ
ール、ペンシクロン、ピコキシストロビン、プロベナゾール、プロクロラズ、プロパモカ
ルブ、プロピコナゾール、ピラクロストロビン、ピリフェノックス、ピリメタニル、プロ
チオコナゾール（ｐｒｏｔｈｉｏｃｏｎａｚｏｌｅ）、ピロキロン、キノキシフェン、ス
ピロキサミン、イオウ、テブコナゾール、テトラコナゾール、チアベンダゾール、チフル
ザミド、チオファネート－メチル、チラム、トリアジメホン、トリアジメノール、トリア
リモール（ｔｒｉａｒｉｍｏｌ）、トリシクラゾール、トリホリン、トリチコナゾール、
ユニコナゾールおよびバリダマイシン；殺線虫剤、たとえば、アルドキシカルブおよびフ
ェナミホス；殺バクテリア剤、たとえば、ストレプトマイシン；殺ダニ剤、たとえば、ア
ミトラズ、チノメチオナット、クロロベンジレート、シヘキサチン、ジコホル、ジエノク
ロル、エトキサゾール、フェナザキン、酸化フェンブタスズ、フェンプロパトリン、フェ
ンピロキシメート、ヘキシチアゾクス、プロパルギット、ピリダベンおよびテブフェンピ
ラド；ならびに生物因子、たとえば、亜種アイザワイ（ａｉｚａｗａｉ）およびクルスタ
キ（ｋｕｒｓｔａｋｉ）を含むバチルス・チューリンギエシス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｔｈ
ｕｒｉｎｇｉｅｎｓｉｓ）、バチルス・チューリンギエシス・デルタ内毒素（Ｂａｃｉｌ
ｌｕｓ　ｔｈｕｒｉｎｇｉｅｎｓｉｓ　ｄｅｌｔａ　ｅｎｄｏｔｏｘｉｎ）、バキュロウ
イルス、および昆虫病原性の細菌、ウイルスおよび真菌類。上に列挙した様々な市販の化
合物の説明は、農薬マニュアル（Ｔｈｅ　Ｐｅｓｔｉｃｉｄｅ　Ｍａｎｕａｌ）、第１２
版、Ｃ．Ｄ．Ｓ．トムリン（Ｔｏｍｌｉｎ）編、２０００年、Ｂｒｉｔｉｓｈ　Ｃｒｏｐ
　Ｐｒｏｔｅｃｔｉｏｎ　Ｃｏｕｎｃｉｌ発行に記載されている。これらの様々な混合相
手の１つまたはそれ以上が使用される実施形態では、これらの様々な混合相手（合計で）
と、成分（１）および成分（２）の総量との重量比は、一般的には１００：１～１：３０
００である。注目すべきは、３０：１～１：３００の重量比（たとえば、１：１～１：３
０の比率）である。これらの成分をさらに含むことにより、成分（１）および成分（２）
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の組合せのみで防除されるスペクトル以上に、防除される病気のスペクトルを広げられる
ことは明白であろう。
【００５８】
　本発明の成分（１）の化合物（たとえば、化合物１）は、強い、分化特異的な、感染過
程の阻害により、植物病原体を制御すると考えられる。本発明の成分（２）の化合物（た
とえば、ジノカップ）は、ミトコンドリアの酸化的リン酸化を脱共役すると考えられる。
異なる作用機序を有する他の殺菌・殺カビ剤との組合せが、耐性管理に特に有利な場合も
ある（特に他方の殺菌・殺カビ剤も類似した防除スペクトルを有する場合）。特に注目す
べきは、成分（１）および成分（２）に加えて、（３）うどんこ病の防除に有用であるが
、成分（１）および成分（２）とは異なる作用機序を有する少なくとも１種の他の殺菌・
殺カビ剤を含む組成物である。異なる作用機序を有する他の殺菌・殺カビ剤の例としては
、菌・カビ性のミトコンドリアの呼吸鎖電子移動部位のｂｃ１複合体にて作用する化合物
、ステロール生合成経路のデメチラーゼ酵素にて作用する化合物、ならびにステロール生
合成経路に影響を及ぼすモルホリン化合物およびピペリジン化合物などが挙げられる。
【００５９】
ｂｃ１複合体殺菌・殺カビ剤
　注目すべきは、成分（１）、成分（２）および少なくとも１種のストロビルリン系殺菌
・殺カビ剤を含む組合せである。アゾキシストロビン、ジモキシストロビン（ＳＳＦ－１
２９）、フルオキサストロビン（ｆｌｕｏｘａｓｔｒｏｂｉｎ）、クレソキシム－メチル
、メトミノストロビン／フェノミノストロビン（ｆｅｎｏｍｉｎｏｓｔｒｏｂｉｎ）（Ｓ
ＳＦ－１２６）、オリサストロビン、ピコキシストロビン、ピラクロストロビンおよびト
リフロキシストロビン等のストロビルリン系殺菌・殺カビ剤は、ミトコンドリアの呼吸鎖
におけるチトクロームｂｃ１複合体を阻害する、殺真菌作用機序を有することが知られて
いる（Ａｎｇｅｗ．Ｃｈｅｍ．Ｉｎｔ．編、１９９９年、３８、１３２８－１３４９）。
メチル（Ｅ）－２－［［６－（２－シアノフェノキシ）－４－ピリミジニル］オキシ］－
α－（メトキシイミノ）ベンゼンアセテート（アゾキシストロビンとしても知られる）は
、ｂｃ１複合体インヒビターとして、Ｂｉｏｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｓｏｃｉｅｔｙ　Ｔｒａ
ｎｓａｃｔｉｏｎｓ　１９９３年、２２、６８Ｓに記載されている。メチル（Ｅ）－α－
（メトキシイミノ）－２－［（２－メチルフェノキシ）メチル］ベンゼンアセテート（ク
レソキシム－メチルとしても知られる）は、ｂｃ１複合体インヒビターとして、Ｂｉｏｃ
ｈｅｍｉｃａｌ　Ｓｏｃｉｅｔｙ　Ｔｒａｎｓａｃｔｉｏｎｓ　１９９３年、２２、６４
Ｓに記載されている。（Ｅ）－２－［（２，５－ジメチルフェノキシ）メチル］－α－（
メトキシイミノ）－Ｎ－メチルベンゼンアセトアミドは、ｂｃ１複合体インヒビターとし
て、Ｂｉｏｃｈｅｍｉｓｔｒｙ　ａｎｄ　Ｃｅｌｌ　Ｂｉｏｌｏｇｙ　１９９５年、８５
（３）、３０６－３１１に記載されている。
【００６０】
　ファモキサドンおよびフェナミドンは、ミトコンドリアの呼吸鎖におけるｂｃ１複合体
を阻害する、他の化合物である。注目すべきは、成分（１）、成分（２）ならびにファモ
キサドンおよびフェナミドンよりなる群から選択される少なくとも１種の化合物を含む組
合せである。
【００６１】
　ｂｃ１複合体は、生化学の文献中では、電子移動鎖の複合体ＩＩＩ、およびユビヒドロ
キノン（ｕｂｉｈｙｄｒｏｑｕｉｎｏｎｅ）：チトクローム　ｃ酸化還元酵素を含む、他
の名称で呼ばれることがある。該ｂｃ１複合体は、酵素委員会（Ｅｎｚｙｍｅ　Ｃｏｍｍ
ｉｓｓｉｏｎ）番号ＥＣ１．１０．２．２．により、一意的に同定される。該ｂｃ１複合
体は、たとえば、Ｊ．Ｂｉｏｌ．Ｃｈｅｍ．１９８９年、２６４、１４５４３－３８；Ｍ
ｅｔｈｏｄｓ　Ｅｎｚｙｍｏｌ．１９８６年、１２６、２５３－７１；およびそれらの中
で引用された参考文献に記載されている。ｂｃ１複合体を阻害する化合物は、全てチトク
ロームｂｃ１複合体のキノール「外側」（Ｑｕｉｎｏｌ　“ｏｕｔｅｒ”）（Ｑｏ）結合
部位にて作用するため、世界作物保護連盟（Ｇｌｏｂａｌ　Ｃｒｏｐ　Ｐｒｏｔｅｃｔｉ
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ｏｎ　Ｆｅｄｅｒａｔｉｏｎ（ＧＣＰＦ））の殺真菌薬耐性作用委員会（Ｔｈｅ　Ｆｕｎ
ｇｉｃｉｄｅ　Ｒｅｓｉｓｔａｎｃｅ　Ａｃｔｉｏｎ　Ｃｏｍｍｉｔｔｅｅ（ＦＲＡＣ）
）は、それらをＱｏインヒビター（ＱｏＩ）と呼ぶ。
【００６２】
ステロール生合成インヒビター（ＳＢＩ）殺菌・殺カビ剤
　ステロール生合成インヒビターのクラスは、ステロール生合成経路における酵素を阻害
することによって真菌を制御する、ＤＭＩ化合物および非ＤＭＩ化合物を包含する。ＦＲ
ＡＣは、これらの殺菌・殺カビ剤を総合してＳＢＩ殺菌・殺カビ剤とグループ分けする。
ＤＭＩ殺菌・殺カビ剤は、菌・カビ性のステロール生合成経路内に共通の作用部位；すな
わち、菌・カビにおけるステロール類の前駆物質である、ラノステロールまたは２４－メ
チレンジヒドロラノステロールの１４位の、脱メチル化の阻害、を有する。この部位で作
用する化合物は、しばしばデメチラーゼインヒビター、ＤＭＩ殺菌・殺カビ剤、またはＤ
ＭＩと呼ばれる。デメチラーゼ酵素は、生化学の文献では、チトクロームＰ－４５０（１
４ＤＭ）を含む他の名称で言及されることもある。該デメチラーゼ酵素は、たとえば、Ｊ
．Ｂｉｏｌ．Ｃｈｅｍ．１９９２年、２６７、１３１７５－７９およびその中で引用され
た参考文献に記載されている。ＤＭＩ殺菌・殺カビ剤は、アゾール類（トリアゾール類お
よびイミダゾール類を含む）、ピリミジン類、ピペラジン類およびピリジン類の数クラス
に分類される。トリアゾール類としては、ブロムコナゾール、シプロコナゾール、ジフェ
ノコナゾール、ジニコナゾール、エポキシコナゾール、フェンブコナゾール、フルキンコ
ナゾール、フルシラゾール、フルトリアホール、ヘキサコナゾール、イプコナゾール、メ
トコナゾール、ペンナゾール、プロピコナゾール、プロチオコナゾール、テブコナゾール
、テトラコナゾール、トリアジメホン、トリアジメノール、トリチコナゾールおよびユニ
コナゾールなどがある。イミダゾール類としては、クロトリマゾール、エコナゾール、イ
マザリル、イソコナゾール、ミコナゾールおよびプロクロラズなどがある。特に注目すべ
きは、成分（１）、成分（２）および少なくとも１種のアゾール殺菌・殺カビ剤を含む組
合せである。ピリミジン類としては、フェナリモール、ヌアリモール（ｎｕａｒｉｍｏｌ
）およびトリアリモール（ｔｒｉａｒｉｍｏｌ）などがある。ピペラジン類としては、ト
リホリンなどがある。ピリジン類としては、ブチオベートおよびピリフェノックスなどが
ある。Ｋ．Ｈ．クック（Ｋｕｃｋ）ら著、「現代選択的抗真菌薬－性質、応用および作用
機序（Ｍｏｄｅｒｎ　Ｓｅｌｅｃｔｉｖｅ　Ｆｕｇｉｃｉｄｅｓ－Ｐｒｏｐｅｒｔｉｅｓ
，Ａｐｐｌｉｃａｔｉｏｎｓ　ａｎｄ　Ｍｅｃｈａｎｉｓｍｓ　ｏｆ　Ａｃｔｉｏｎ）」
、リル（Ｌｙｒ），Ｈ．編；１９９５年ニューヨーク（Ｎｅｗ　Ｙｏｒｋ）のグスタフ・
フィッシャー・ベルラーグ（Ｇｕｓｔａｖ　Ｆｉｓｃｈｅｒ　Ｖｅｒｌａｇ）発行、２０
５－２５８に記載されている通り、上述の殺菌・殺カビ剤は全て、ＤＭＩ殺菌・殺カビ剤
であることが、生化学的調査で分かった。
【００６３】
　他のステロール生合成インヒビター、たとえばモルホリンおよびピペリジン殺菌・殺カ
ビ剤ならびにスピロキサミン（一般に、ＦＲＡＣによりいわゆる「モルホリン」殺菌・殺
カビ剤として一緒に分類される）と区別するために、ＤＭＩ殺菌・殺カビ剤は一緒に分類
されてきた。モルホリン類としては、アルジモルフ、ドデモルフ（ｄｏｄｅｍｏｒｐｈ）
、フェンプロピモルフ、トリデモルフおよびトリモルファミド（ｔｒｉｍｏｒｐｈａｍｉ
ｄｅ）などがある。ピペリジン類としては、フェンプロピジンなどがある。スピロキサミ
ンは、スピロケタールアミン（ｓｐｉｒｏｋｅｔａｌａｍｉｎｅ）である。「モルホリン
類」は、やはりステロール生合成インヒビターであるが、ステロール生合成経路における
他の工程を阻害することが証明されている。Ｋ．Ｈ．クック（Ｋｕｃｋ）ら著、「現代選
択的抗真菌薬－性質、応用および作用機序（Ｍｏｄｅｒｎ　Ｓｅｌｅｃｔｉｖｅ　Ｆｕｇ
ｉｃｉｄｅｓ－Ｐｒｏｐｅｒｔｉｅｓ，Ａｐｐｌｉｃａｔｉｏｎｓ　ａｎｄ　Ｍｅｃｈａ
ｎｉｓｍｓ　ｏｆ　Ａｃｔｉｏｎ）」、リル（Ｌｙｒ），Ｈ．編；１９９５年ニューヨー
ク（Ｎｅｗ　Ｙｏｒｋ）のグスタフ・フィッシャー・ベルラーグ（Ｇｕｓｔａｖ　Ｆｉｓ
ｃｈｅｒ　Ｖｅｒｌａｇ）発行、１８５－２０４に記載されている通り、上述の「モルホ
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リン」殺菌・殺カビ剤は全て、ステロール生合成インヒビター殺菌・殺カビ剤であること
が、生化学的調査で分かった。モルホリン殺菌・殺カビ剤は、ステロール生合成経路にお
けるＤ８（登録商標）Ｄ７イソメラーゼおよびＤ１４レダクターゼ酵素を、様々な程度ま
で阻害する。注目すべきは、成分（１）、成分（２）および少なくとも１種の「モルホリ
ン」殺菌・殺カビ剤を含む組合せである。
【００６４】
　注目すべきは、成分（１）（たとえば、化合物１）および成分（２）（たとえば、ジノ
カップ）と、アゾキシストロビン、フルオキサストロビン（ｆｌｕｏｘａｓｔｒｏｂｉｎ
）、ケソキシム－メチル（ｋｅｓｏｘｉｍ－ｍｅｔｈｙｌ）、トリフロキシストロビン、
ピラクロストロビン、ピコキシストロビン、ジモキシストロビン（ＳＳＦ－１２９）、メ
トミノストロビン／フェノミノストロビン（ｆｅｎｏｍｉｎｏｓｔｒｏｂｉｎ）（ＳＳＦ
－１２６）、カルベンダジム、クロロタロニル、シプロジニル、キノキシフェン、メトラ
フェノン、シフルフェナミド、フェンプロピジン、フェンプロピモルフ、スピロキサミン
、ブロムコナゾール、シプロコナゾール、ジフェノコナゾール、エポキシコナゾール、フ
ェンブコナゾール、フルキンコナゾール、フルシラゾール、ヘキサコナゾール、イプコナ
ゾール、メトコナゾール、ペンコナゾール、プロピコナゾール、テブコナゾール、トリチ
コナゾール、プロクロラズまたはニコビフェン（ｎｉｃｏｂｉｆｅｎ）との、組合せであ
る。
【００６５】
　菌・カビ性植物病原体に起因する植物の病気のより優れた防除（たとえば、より低い使
用率、または防除される植物病原体のより広いスペクトル）または耐性管理に好ましいの
は、成分（１）（たとえば、化合物１）および成分（２）（たとえば、ジノカップ）と、
アゾキシストロビン、ケソキシム－メチル（ｋｅｓｏｘｉｍ－ｍｅｔｈｙｌ）、トリフロ
キシストロビン、ピラクロストロビン、ピコキシストロビン、ジモキシストロビン（ＳＳ
Ｆ－１２９）、メトミノストロビン／フェノミノストロビン（ｆｅｎｏｍｉｎｏｓｔｒｏ
ｂｉｎ）（ＳＳＦ－１２６）、キノキシフェン、メトラフェノン、シフルフェナミド、フ
ェンプロピジン、フェンプロピモルフ、スピロキサミン、シプロコナゾール、エポキシコ
ナゾール、フルキンコナゾール、フルシラゾール、メトコナゾール、プロピコナゾール、
テブコナゾールおよびトリチコナゾールよりなる群から選択される殺菌・殺カビ剤との、
混合物である。
【００６６】
　本発明の組成物は、植物の病気の防除剤として有用である。したがって、本発明はさら
に、保護すべき植物もしくはその一部、または保護すべき植物種子もしくは実生に、本発
明の組成物の有効量を施用することを含んでなる、菌・カビ性植物病原体に起因する植物
の病気を防除する方法を含んでなる。該組成物は、菌・カビ性植物病原体に起因するうど
んこ病の防除に特に効果的である。うどんこ病は、梨果、石果、柑橘類の果実、小果樹の
実、蔓植物（ブドウを含む）、ワタ、ウリ科の植物、観葉植物、タバコ、ホップ、イチゴ
および一部の野菜におけるうどんこ病菌、ならびにスグリおよびアカスグリにおけるアメ
リカスグリうどん粉病を包含する。注目すべきは、本発明の組成物を施用することを含ん
でなる、コムギうどんこ病菌を防除する方法である。これらの病気を引き起こす真菌病原
体としては、エリシフェ・グラミニス（Ｅｒｙｓｉｐｈｅ　ｇｒａｍｉｎｉｓ）（コムギ
、カラスムギおよびオオムギ等の、穀物農作物における穀物うどんこ病の原因菌）、アン
シニュラ・ネケーター（Ｕｎｃｉｎｕｌａ　ｎｅｃａｔｕｒ）（ブドウにおけるうどんこ
病の原因菌）、スフェロテカ・フリギネ（Ｓｐｈａｅｒｏｔｈｅｃａ　ｆｕｌｉｇｉｎｅ
ａ）（ウリ科植物におけるうどんこ病の原因菌）およびエリシフェ（Ｅｒｙｓｉｐｈｅ）
、スフェロテカ（Ｓｐｈａｅｒｏｔｈｅｃａ）、ミクロスフェラ（Ｍｉｃｒｏｓｐｈａｅ
ｒａ）およびロドスフェラ（Ｐｏｄｏｓｐｈａｅｒａ）属および種の、類縁うどんこ病菌
などがある。注目すべきは、本発明の組成物を施用することを含んでなる、エリシフェ・
グラミニス（Ｅｒｙｓｉｐｈｅ　ｇｒａｍｉｎｉｓ）を防除する方法である。特に、成分
（１）および成分（２）を、さらなる殺真菌成分と混合するとき、本発明の組成物は、担
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子菌（Ｂａｓｉｄｉｏｍｙｃｅｔｅ）、子嚢菌（Ａｓｃｏｍｙｃｅｔｅ）、卵菌（Ｏｏｍ
ｙｃｅｔｅ）および不完全菌（Ｄｅｕｔｅｒｏｍｙｃｅｔｅ）クラスの、より広い菌・カ
ビ性植物病原体スペクトルに起因する病気も防除することができる。広域スペクトルの植
物の病気、特に観葉植物、野菜、畑作物、穀物、および果実の葉の病原体を防除するのに
効果的である。これらの病原菌は、プラスモパラ・ビチコーラ（Ｐｌａｓｍｏｐａｒａ　
ｖｉｔｉｃｏｌａ）、フィトフトラ・インフェスタンス（Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｉ
ｎｆｅｓｔａｎｓ）、ペロノスポラ・タバシナ（Ｐｅｒｏｎｏｓｐｏｒａ　ｔａｂａｃｉ
ｎａ）、シュードペロノスポラ・キュベンシス（Ｐｓｅｕｄｏｐｅｒｏｎｏｓｐｏｒａ　
ｃｕｂｅｎｓｉｓ）、ピシウム・アファニデルマタム（Ｐｙｔｈｉｕｍ　ａｐｈａｎｉｄ
ｅｒｍａｔｕｍ）、アルタナリア・ブラシカエ（Ａｌｔｅｒｎａｒｉａ　ｂｒａｓｓｉｃ
ａｅ）、セプトリア・ノドラム（Ｓｅｐｔｏｒｉａ　ｎｏｄｏｒｕｍ）、セプトリア・ト
リティシ（Ｓｅｐｔｏｒｉａ　ｔｒｉｔｉｃｉ）、サーコスポリジウム・ペルソナタム（
Ｃｅｒｃｏｓｐｏｒｉｄｉｕｍ　ｐｅｒｓｏｎａｔｕｍ）、サーコスポラ・アラキジコー
ラ（Ｃｅｒｃｏｓｐｏｒａ　ａｒａｃｈｉｄｉｃｏｌａ）、シュードサーコスポレラ・ハ
ーポトリコイデス（Ｐｓｅｕｄｏｃｅｒｃｏｓｐｏｒｅｌｌａ　ｈｅｒｐｏｔｒｉｃｈｏ
ｉｄｅｓ）、サーコスポラ・ベチコーラ（Ｃｅｒｃｏｓｐｏｒａ　ｂｅｔｉｃｏｌａ）、
ボトリティス・シネレ（Ｂｏｔｒｙｔｉｓ　ｃｉｎｅｒｅａ）、モニリニアフルクチコー
ラ（Ｍｏｎｉｌｉｎｉａ　ｆｒｕｃｔｉｃｏｌａ）、ピリキュラリア・オリゼ（Ｐｙｒｉ
ｃｕｌａｒｉａ　ｏｒｙｚａｅ）、ロドスフェラ・ルコトリカ（Ｐｏｄｏｓｐｈａｅｒａ
　ｌｅｕｃｏｔｒｉｃｈａ）、ベンチュリア・イナクアリス（Ｖｅｎｔｕｒｉａ　ｉｎａ
ｅｑｕａｌｉｓ）、エリシフェ・グラミニス（Ｅｒｙｓｉｐｈｅ　ｇｒａｍｉｎｉｓ）、
アンシニュラ・ネケーター（Ｕｎｃｉｎｕｌａ　ｎｅｃａｔｕｒ）、プクキニア・レコン
ジタ（Ｐｕｃｃｉｎｉａ　ｒｅｃｏｎｄｉｔａ）、プクキニア・グラミニス（Ｐｕｃｃｉ
ｎｉａ　ｇｒａｍｉｎｉｓ）、ヘミレイア・バスタトリックス（Ｈｅｍｉｌｅｉａ　ｖａ
ｓｔａｔｒｉｘ）、プクキニア・ストリーフォルミス（Ｐｕｃｃｉｎｉａ　ｓｔｒｉｉｆ
ｏｒｍｉｓ）、プクキニア・アラキディス（Ｐｕｃｃｉｎｉａ　ａｒａｃｈｉｄｉｓ）、
リゾクトニア・ソラニ（Ｒｈｉｚｏｃｔｏｎｉａ　ｓｏｌａｎｉ）、スフェロテカ・フリ
ギネ（Ｓｐｈａｅｒｏｔｈｅｃａ　ｆｕｌｉｇｉｎｅａ）、フサリウム・オキシスポラム
（Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｏｘｙｓｐｏｒｕｍ）、バーティシリウム・ダーリア（Ｖｅｒｔｉ
ｃｉｌｌｉｕｍ　ｄａｈｌｉａｅ）、、フィトフトラ・メガスペルマ（Ｐｈｙｔｏｐｈｔ
ｈｏｒａ　ｍｅｇａｓｐｅｒｍａ）、スクレロティニア・スクレロティオラム（Ｓｃｌｅ
ｒｏｔｉｎｉａ　ｓｃｌｅｒｏｔｉｏｒｕｍ）、スクレロティウム・ロルフシイ（Ｓｃｌ
ｅｒｏｔｉｕｍ　ｒｏｌｆｓｉｉ）、エリシフェ・ポリゴニ（Ｅｒｙｓｉｐｈｅ　ｐｏｌ
ｙｇｏｎｉ）、ピレノホラ・テレス（Ｐｙｒｅｎｏｐｈｏｒａ　ｔｅｒｅｓ）、ゴウマノ
マイセス・グラミニス（Ｇａｅｕｍａｎｎｏｍｙｃｅｓ　ｇｒａｍｉｎｉｓ）、リンコス
ポリウム・セカリス（Ｒｙｎｃｈｏｓｐｏｒｉｕｍ　ｓｅｃａｌｉｓ）、フサリウム・ロ
ゼウム（Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｒｏｓｅｕｍ）、ブレミア・ラクチュカ（Ｂｒｅｍｉａ　ｌ
ａｃｔｕｃａｅ）ならびにこれらの病原菌と近縁関係にある他の属および種を包含する。
【００６７】
　たとえば、本発明は、保護すべき植物もしくはその一部、または保護すべき植物種子も
しくは実生に、下記：
　Ａ）成分（１）、成分（２）、および界面活性剤、固体希釈剤もしくは液体希釈剤より
なる群から選択される少なくとも１つのさらなる成分を含んでなる殺菌・殺カビ組成物の
有効量；または
　Ｂ）（ｉ）成分（１）および界面活性剤、固体希釈剤もしくは液体希釈剤よりなる群か
ら選択される少なくとも１つのさらなる成分を含んでなる第１の組成物の有効量；および
（ｉｉ）成分（２）および界面活性剤、固体希釈剤もしくは液体希釈剤よりなる群から選
択される少なくとも１つのさらなる成分を含んでなる第２の組成物の有効量の物理的混合
物の有効量；
の１つを施用することを含んでなる、菌・カビ性植物病原体に起因する植物の病気を防除
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【００６８】
　本発明は、植物もしくはその一部、または植物種子もしくは実生に、成分（１）、成分
（２）および異なる作用機序を有する少なくとも１種の他の殺菌・殺カビ剤の殺菌・殺カ
ビ的に有効な量の組み合わせを施用することを含んでなる、菌・カビ性植物病原体に起因
する植物の病気を防除する方法も提供する。
【００６９】
　有利な方法は、独立に考えた上記成分の量により提供される殺真菌効果の合計より大き
い殺真菌効果を提供するのに十分な量で、成分（１）および成分（２）が加えられる方法
を包含する。
【００７０】
　植物の病気の防除は、通常は、本発明の組成物の有効量を、感染前または感染後に、根
、茎、葉、果実、種子、塊茎もしくは鱗茎等の保護すべき植物の部分に、または保護すべ
き植物が成長する媒体（土または砂）に、施用することにより遂行される。該組成物は、
種子に施与して、種子および実生を保護することもできる。本発明の組成物は、感染前に
施用するとき、特に有用である。本発明の殺菌・殺カビ組成物は、（さらに、成分（１）
および成分（２）の組合せの殺菌・殺カビ的に有効な量を含んでなり）、界面活性剤、固
体希釈剤もしくは液体希釈剤および／または異なる作用機序を有する少なくとも１種の他
の殺菌・殺カビ剤よりなる群から選択される少なくとも１つのさらなる成分を含んでなる
ことも可能である。
【００７１】
　これらの組成物の施与率は、多くの環境因子により影響される可能性があるため、実際
の使用条件で決定すべきである。葉は、通常、１ｇ／ヘクタール未満から５，０００ｇ／
ヘクタールまでの活性成分の率で処理するとき、保護することができる。種子および実生
は、通常、０．１～１０ｇ／ｋｇ種子の率で種子を処理するとき、保護することができる
。
【００７２】
　選択される成分（１）化合物の説明については、索引表Ａを参照されたい。
【００７３】
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【表６】

【００７４】
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【表７】

【００７５】
　成分（２）化合物は、一般的に、製剤の状態で販売されている。特に注目すべきは、ジ
ノカップは、カラタン（Ｋａｒａｔｈａｎｅ）（登録商標）として知られる、１９．５％
湿潤性粉末製剤として販売されていることである。
【００７６】
　さらなる精密仕上げをしなくても、前述を使用する当業者は、本発明を最大限活用する
ことができると考えられる。したがって、以下の実施例は、単に説明に役立つ実例と考え
るべきであり、決して、開示内容を制限するものと考えてはならない。明記されていない
限り、パーセンテージは重量基準である。
【００７７】
実施例１
　以下のテストは、具体的な病原菌に対する本発明の化合物の防除効力を証明する。しか
し、該化合物によって提供される病原菌制御保護は、この種に限定されない。
【００７８】
　活性成分の制御効力を個々に示すために、１つの活性成分を含んでなる試験溶液または
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懸濁液を噴霧する。組合せの制御効力を示すためには、（ａ）１つの試験懸濁液中に、活
性成分を適当な量で配合してもよく、（ｂ）個々の活性成分の原液を調製し、次いで、適
当な比率で配合し、所望の最終濃度に希釈して、試験懸濁液を作ってもよく、または（ｃ
）１つの活性成分を含んでなる試験懸濁液を所望の比率で順次噴霧してもよい。
【００７９】
試験懸濁液を調製するための一般的プロトコール：
　成分（１）化合物を調合してから、これらのテストで施与してもよい。製剤例は実施例
Ｅである。
【００８０】
【表８】

【００８１】
　成分（１）の化合物を含有する製剤を、水に溶解して原液を作る。成分（１）を個々に
テストするために、該原液を所望の最終濃度に希釈して、試験溶液を作る。たとえば、成
分（１）（たとえば、索引表Ａの化合物）の組成物を、単独でまたは組み合せて、それぞ
れ、０．２または１ｇ／ヘクタールの率に等しい、０．０８または０．４ｐｐｍで、試験
植物上の実施箇所に噴霧する。
【００８２】
　市販されている成分（２）の製剤（たとえば、カラタン（Ｋａｒａｔｈａｎｅ）（登録
商標）ジノカップの１９．５％湿潤性粉末製剤）を水に懸濁させて懸濁原液を作る。成分
（２）を個々にテストするために、懸濁原液を所望の最終濃度に希釈して、試験懸濁液を
作る。たとえば、ジノカップを、単独でまたは組み合せて、それぞれ、２５、１００また
は５００ｇ／ヘクタールの率に等しい、１０、４０または２００ｐｐｍで、試験植物上の
実施箇所に噴霧する。
【００８３】
　組合せをテストする場合、上述の通りに調製した個々の活性成分の懸濁原液を、次に、
適当な比率で組み合せ、所望の最終濃度に希釈して、試験懸濁液を作る。
【００８４】
　このようにして得られた試験懸濁液を、下記のテストで使用する。試験懸濁液を、下記
の活性成分の比率で、試験植物上の実施箇所に噴霧する。テストを３回繰り返し、その結
果を３実験の平均値として報告する。
【００８５】
テストＡ
　試験懸濁液を、コムギ実生の実施箇所に噴霧した。翌日、該実生に、エリシフェ・グラ
ミニスｆ．ｓｐ．トリティシ（Ｅｒｙｓｉｐｈｅ　ｇｒａｍｉｎｉｓ　ｆ．ｓｐ．ｔｒｉ
ｔｉｃｉ）（コムギうどんこ病の原因菌）の胞子粉末を接種し、２０℃の成長チャンバ内
で８日間インキュベートし、その後、病気の評価を行った。
【００８６】
　テストＡの結果を表Ａに示す。この表で、評点１００は、１００％病気の防除を示し、
評点０は、病気の防除をしなかったことを示す（対照と比較して）。確認された病気の防
除と明示された欄は、３実験の平均値を示す。予測される病気の防除と明示された欄は、
コルビー（Ｃｏｌｂｙ）の式を使用した、各処理混合物の期待値を示す。Ａ「－－」は、
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されないことを示す。期待値より大きい対照値を示すテストを、＊で表す。
【００８７】
【表９】

【００８８】
　コルビー（Ｃｏｌｂｙ）が展開した相乗作用の説明に基づけば、本発明の組成物は、相
乗的に有用と考えられる。したがって、本発明は農作物、特に穀物における、うどんこ病
菌、たとえばコムギうどんこ病菌（Ｅｒｙｓｉｐｈｅ　ｇｒａｍｉｎｉｓ）と闘う、改良
された方法を提供する。

なお、本発明の主たる態様及び特徴を要約すれば以下のとおりである。
　１．　（１）式Ｉ
【化６】

〔式中、
　Ｇは縮合されたフェニル、チオフェンまたはピリジン環であり、
　Ｒ1はＣ1～Ｃ6アルキルまたはＣ4～Ｃ7シクロアルキルアルキルであり、
　Ｒ2はＣ1～Ｃ6アルキル、Ｃ1～Ｃ6アルコキシまたはＣ1～Ｃ6アルキルチオであり、
　Ｒ3はハロゲンであり、そして
　Ｒ4は水素またはハロゲンである〕
の縮合されたピリミジノン類、Ｎ－オキシド類、およびその適する塩類から選択される少
なくとも１種の化合物と、
（２）式ＩＩの化合物および式ＩＩＩの化合物
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【化７】

〔式中、
　ＪはＣ1～Ｃ6アルキル、Ｃ1～Ｃ6アルコキシまたはＣ2～Ｃ6アルケニルであり、そして
　Ｒ5はＣ1～Ｃ8アルキルである〕
よりなる群から選択される少なくとも１種のジニトロフェノール化合物と
を含んでなる殺菌・殺カビ組成物。
　２．　成分（１）において、Ｒ1がプロピルまたはシクロプロピルメチルであり、Ｒ2が
プロピルオキシまたはプロピルチオである上記１に記載の組成物。
　３．　成分（２）がジノカップにより供給される上記２に記載の組成物。
　４．　成分（１）が、
　６－ブロモ－３－プロピル－２－プロピルオキシ－４（３Ｈ）－キナゾリノン、
　６，８－ジヨード－３－プロピル－２－プロピルオキシ－４（３Ｈ）－キナゾリノン、
　６－ヨード－３－プロピル－２－プロピルオキシ－４（３Ｈ）－キナゾリノン、
　６－クロロ－２－プロポキシ－３－プロピルチエノ［２，３－ｄ］ピリミジン－４（３
Ｈ）－オン、
　６－ブロモ－２－プロポキシ－３－プロピルチエノ［２，３－ｄ］ピリミジン－４（３
Ｈ）－オン、
　７－ブロモ－２－プロポキシ－３－プロピルチエノ［３，２－ｄ］ピリミジン－４（３
Ｈ）－オン、
　６－ブロモ－２－プロポキシ－３－プロピルピリド［２，３－ｄ］ピリミジン－４（３
Ｈ）－オン、
　６，７－ジブロモ－２－プロポキシ－３－プロピルチエノ［３，２－ｄ］ピリミジン－
４（３Ｈ）－オン、および
　３－（シクロプロピルメチル）－６－ヨード－２－（プロピルチオ）ピリド［２，３－
ｄ］ピリミジン－４（３Ｈ）－オン、
よりなる群から選択される化合物を含んでなる上記２に記載の組成物。
　５．　Ｇが縮合されたフェニルまたはチオフェン環であり、Ｒ1がプロピルであり、Ｒ2

がプロピルオキシであり、Ｒ3が６位のＣｌ、ＢｒまたはＩであり、そしてＲ4が水素であ
る
上記３に記載の組成物。
　６．　成分（１）が、
　６－ヨード－３－プロピル－２－プロピルオキシ－４（３Ｈ）－キナゾリノン、または
　６－クロロ－２－プロポキシ－３－プロピルチエノ［２，３－ｄ］ピリミジン－４（３
Ｈ）－オン
を含んでなる上記３に記載の組成物。
　７．　成分（１）が、
　６－ヨード－３－プロピル－２－プロピルオキシ－４（３Ｈ）－キナゾリノン
を含んでなる上記６に記載の組成物。
　８．　式ＩＩの化合物および式ＩＩＩの化合物を含んでなる上記１に記載の組成物。
　９．　（３）うどんこ病の防除に有用であるが、成分（１）および成分（２）とは異な
る作用機序を有する少なくとも１種の他の殺菌・殺カビ剤をさらに含んでなる上記１に記
載の組成物。
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　１０．　成分（３）が、菌・カビ性のミトコンドリアの呼吸鎖電子移動部位のｂｃ1複
合体に作用する化合物、ステロール生合成経路のデメチラーゼ酵素に作用する化合物、な
らびにステロール生合成経路に作用するモルホリンおよびピペリジン化合物よりなる群か
ら選択される少なくとも１種の殺菌・殺カビ剤を含む上記９に記載の組成物。
　１１．　植物もしくはその一部、または植物種子もしくは実生に、上記１に記載の組成
物の殺菌・殺カビ的に有効な量を施用することを含んでなる菌・カビ性植物病原体に起因
する植物の病気であるうどんこ病の防除方法。
　１２．　コムギうどんこ病を防除する上記１１に記載の方法。
　１３．　菌・カビ性植物病原体エリシフェ・グラミニス（Ｅｒｙｓｉｐｈｅ　ｇｒａｍ
ｉｎｉｓ）を防除する上記１１に記載の方法。
　１４．　植物もしくはその一部、または植物種子もしくは実生に、上記９に記載の組成
物の殺菌・殺カビ的に有効な量を施用することを含んでなる菌・カビ性植物病原体に起因
する植物の病気であるうどんこ病の防除方法。
　１５．　組成物の成分（３）が、菌・カビ性のミトコンドリアの呼吸鎖電子移動部位の
ｂｃ1複合体に作用する化合物、ステロール生合成経路のデメチラーゼ酵素に作用する化
合物、ならびにステロール生合成経路に作用するモルホリンおよびピペリジン化合物より
なる群から選択される少なくとも１種の殺菌・殺カビ剤を含む上記１４に記載の方法。
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